
                                
 
 
 
 
 
 
 

デジタル家電製品のメタル回収事業 
～都市鉱山からの貴金属・レアメタルの精錬前処理について～ 
  

日 時 
会 場 

２０１０年９月２日（木）午後１時～４時 

アジア太平洋トレードセンター（ATC） 

O’s棟南館 ６階 コンベンションルーム 2 
 

Ⅰ．デジタル家電製品(都市鉱山)のリサイクルの現状 【13：00～13：45】 

  近年問題になっている、都市鉱山のリサイクルの現状や国際資源循環、特に我が国に与える潜在

的な影響などを、総合資源ジャーナリストの立場から整理する。 

１．都市鉱山(デジタル家電製品)リサイクルの現状 

２．都市鉱山リサイクルから貴金属の他にも注目されているレアメタルとは 

３．都市鉱山からの貴金属、レアメタルリサイクルのススメ 

４．質疑応答 

総合資源ジャーナリスト 講師 棚町祐次 氏 

Ⅱ．Ｅスクラップの取引きにおける問題点と展望～小電回収事業のあり方 【13：50～14：35】 

現在の国内の現状を報告する。その現在の状況とデジタル家電製品から発生する基板スクラップ

の集め方、事業可能性のある仕組みつくり、取り組みを整理する。 

１．電子基板等の取引きに関する裏話 
２．有価物の管理体制について 
３．小電回収事業を考える 

株式会社バイオワールド 講師 酒井嘉一郎 氏 

Ⅲ．デジタル家電製品や廃基板のメタル回収システムのご提案 【14：40～15：10】 

複合材分離剥離装置を使用した都市鉱山リサイクルシステムについてのご説明。 

 

１．複合材分離剥離装置とは。 

２．リサイクルシステムの概要と能力について。 

３．複合材剥離機による一次破砕例。 

４．基板リサイクルのポイント。 

５．質疑応答 

佐藤鉄工株式会社 講師 矢地道治氏 

2010NEXPO 関西 出展記念セミナー開催のご案内 
お申込み受付中、先着にて定員に達し次第締め切ります。ご了承下さい。 



―――――――――― ＰＲＯＦＩＬＥ 棚町 祐次（たなまち ゆうじ）氏 ―――――― 
1999 年末より、業界新聞にて主に非鉄金属スクラップの市場動向を取材し、2002 年頃までは中国向け輸出市

場を中心に取材活動を行う。その後毎年領域を広げていき、2005 年からはレアメタルに本腰をいれ、2006 年に

は国際レアメタル＆リサイクル研究会（IRRSG）を立ち上げる。IRRSG は年 4 回の例会を行っており、2009 年は

約 600 名を動員。現在は非鉄ベースメタル（銅、鉛、亜鉛、アルミ、ニッケル、錫）からレアメタル、合金鉄まで 60

種類以上の金属市場を常にウォッチ。関連する海外取材も積極的に行っている。IRRSG 事務局長名義で「環境

ビジネス」という雑誌にコラムを連載。関係する講演活動も随時行っている。09 年後半からはリチウム資源を中

心に研究を進めている。 

IRRSG→www.irrsg.com 
MRB→www.mrb.ne.jp 

―――――――――― ＰＲＯＦＩＬＥ 酒井 嘉一郎（さかい かいちろう）氏 ―――――― 
学習院大学法学部政治学科卒業後、日清紡績㈱に入社。約 11 年、化学品の営業や繊維素材のマーケティン
グ業務を経験。2004 年 ㈱バイオ・ワールドに入社し、大手企業のゼロエミ化のコンサルティング業務に従事。
産廃のみならず有価物の提案にも注力し、2007 年頃から基板類を中心とした E スクラップ回収の提案のウェー
トを高め現在に至る。 

―――――――――― ＰＲＯＦＩＬＥ 矢地 道治（やち みちはる）氏 ―――――――― 
大阪大学工学部卒後、佐藤鉄工株式会社に入社。分離剥離装置開発の初期より携わる。 

協同回収の協力の下、分離剥離再資源化装置を都市鉱山リサイクルでの効果的活用に取り組まれる。 
 
 

  

●受  講  料 

 

１名につき 
 

3,000 円 

●お申込方法 
 
 
 
 

●お支払方法 

お申込フォームにご記入いただきＦＡＸでお申込み下さい。折り返し、受講証（当日ご持参下
さい）、請求書、会場地図をご本人様宛てにお送り致します。 
お申込み後、５日以内にお手元に届かない場合は必ずご一報下さい。 
※お客様のご都合でキャンセルされる場合は、「開催１週間前まで」にお申し出下さい。 
その後のキャンセルは、お申し受けできませんのでご了承下さい。 

請求書を発行いたしますので、開催日までに銀行振込でお願いします。 

９月２日（木） 「デジタル家電製品のメタル回収事業」 申込日   月   日 

貴 社 名  

所 在 地 
〒 

Ｔ Ｅ Ｌ （     ）        － Ｆ Ａ Ｘ （     ）        － 

Ｅ－ｍａｉｌ  

氏  名 所 属 部 署 ・ 役 職 

  

  

  

※「受講証」等の送付先が上記と異なる場合は下記にご記入下さい。 
通信欄  

 
□E-mail アドレスのみご連絡 
今回ご参加されない方であっても、あなたの E-mail アドレスをご記入し、お送りいただければ次回以降 E-mail でご案内しま

す。 
 

■ 主催（お申込み・お問い合せ先） 有限会社 協同回収■ 

〒７６９-１１０１ 香川県三豊市詫間町詫間２１１２番地１６７ 

担当者 業務課 大黒勝 
Tel:0875-83-5252／Fax:0875-83-3711／E-mail:oguro@9410.co.jp／http://www.9410.co.jp 

本社：香川県三豊市高瀬町比地中３５３番地６ 

※配信停止、宛先変更、個人情報の苦情及び相談・開示は上記までご連絡下さい。  

お申込 Fax 番号 0875-83-3711 


